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Cisco Nexus 1000V と VMware vCloud Director との統合 
テクニカル ホワイト ペーパー 
 

 
 
 
 

 
現在の仮想化されたデータセンターでは、マルチベンダー ソリューションを統合し、連動させ

ることが必要とされています。VMware vCloud Director を使用すれば、クラウド対応のデー

タセンターの拡張ニーズに合わせて、仮想マシンを簡単に導入できます。VMware vCloud 
Director の主要機能の 1 つは、ネットワーキングを管理対象リソースとして割り当てる機能

です。VMware vCloud Director は、Cisco Nexus® 1000V シリーズ スイッチの高度な機能

を使用して、民間企業とサービス プロバイダーにスケーラブルでセキュアな、俊敏性の高い

クラウド ソリューションを提供します。 

対象者 
このドキュメントは、VMware vCloud Director と Cisco Nexus 1000V vNetwork Distributed Switch 
を併用して仮想マシンを導入する方法を学習したい仮想化およびネットワーク管理者を対象としていま

す。 

このドキュメントの内容 
このドキュメントでは、VMware vCloud Director と併用する場合の Cisco Nexus 1000V の計画およ

び設定方法について説明します。 

ソリューションの設計 
VMware vCloud Director は、3 つのネットワーク クラス（タイプ）を提供します。ネットワーク クラスとは、

クラウドのネットワーク アーキテクチャ内の各機能の境界とそれぞれのサービス レベルを示します。

ネットワーク クラスには、次のものがあります。 

● 外部ネットワーク：組織間やシングルテナント ネットワーク外のネットワーク（インターネットなど）

への転送を行います。外部ネットワークは VMware vCloud Director の管理者によって管理さ

れ、テナント組織が直接見ることはできません。このネットワーク クラスは、プロバイダーまたは

データセンター ネットワークとも呼ばれます。 

● 組織ネットワーク：シングルテナントに割り当てられ、その組織に割り当てられた管理対象ネット

ワーク リソースをベースとして使用する独立したネットワークです。1 つの組織に多数の組織

ネットワークが存在する場合もあります。組織ネットワークは、シングルテナント内に独立した

ネットワーク セグメントを提供し、同一組織ネットワークに割り当てられた vApp 間の接続を可

能にします。異なる組織ネットワーク上の vApp は、たとえ同一テナント組織内にある場合でも、

同一ブロードキャスト ドメイン内には存在しません。独立したネットワークを作成するリソースは、

VMware vCloud Director の管理者によって管理され、管理対象として組織に割り当てられま

す。組織の管理者は、必要に応じて独立したネットワークを作成できます。 

● vApp ネットワーク：組織ネットワークと同様に、vApp ネットワークも組織のネットワーク内の特

定のアプリケーション スタック用に作成された、独立したセグメントです。多層アプリケーション

の相互通信を可能にするとともに、vApp 内のトラフィックを組織内の他のアプリケーションから

分離します。独立したネットワークを作成するリソースは、組織の管理者によって管理され、

VMware vCloud Director の管理者の提供するプールから割り当てられます。 
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この 3 つのネットワーク クラスはすべて、Cisco Nexus 1000V の仮想ネットワーキング機能をベースと

して使用できます。 

仮想ネットワーキングの構造、Cisco Nexus 1000V の機能、VMware vCloud Director の環境で定義

および実装されているネットワーク クラスの間の関係を理解しておくことは重要です。通常、ネットワー

ク クラス（組織ネットワークと vApp ネットワーク）は、独立したネットワークの割り当てを「ベース」にして

いると説明されます。つまり、組織の管理者が独立した vApp ネットワークを作成するためには、その

ネットワークを vApp 用にするための自由で独立したリソースが必要です。VMware vCloud Director 
では、テナントの組織間や組織内に割り当て可能な独立した管理対象プールを作成する方法として、3 
つの分離方法が採用されています。この 3 つの分離方法とは、vSphere ポート グループ、VLAN、

vCloud ネットワーク分離を使用する方法です。各分離方法の説明は次のとおりです。 

● vSphere ポート グループ ベース - VMware vSphere 分散型スイッチング プラットフォーム上

に作成されたネットワーク ポート グループを使用して静的に作成されるネットワーク プールで

す。VMware vCloud Director で仮想マシンを分離する場合に使用されます。 

● VLAN ベース - 仮想マシンをプロビジョニングして、VMware vCloud Director でプロビジョニン

グされた別の VLAN に割り当てた場合に、VMware vCloud Director によって動的に作成され

るネットワーク プールです。 

● vCloud Director Network Isolation（VCNI）ベース - 複数の仮想ネットワーク インターフェイ

ス カード（vNIC）を持つ仮想マシンをプロビジョニングした場合に、VMware vCloud Director に
よって動的に作成されるネットワーク プールです。VCNI を使用すれば、VMware vCloud 
Director によってプロビジョニングされた別のネットワーク ドメインに、vNIC を VMware vCloud 
Director によって割り当てることもできます。 

vSphere ポート グループ ベースのネットワーク プールと VLAN ベースのネットワーク プールはいずれ

も、VLAN 構造を使用して物理セグメントのトラフィックを分離します。異なっている点は、ポート グルー

プが作成されて VLAN ID と関連付けられるメカニズムです。ポート グループ ベースのネットワーク 
プールでは、ポート グループがシスコの設定インターフェイスを使用して作成されます。作成方法につ

いては、このドキュメントの「Cisco Nexus 1000V での VLAN ベースの分離の設定」のステップ 2 を参

照してください。VLAN ベースのプールでは、ポート グループと必要な VLAN が、いずれも VMware 
vCloud Director によって作成されます。この作成は、VMware の分散型仮想スイッチ上で同様にプロ

ビジョニングします。 

Cisco Nexus 1000V を VMware vCloud Director とともに導入する利点は、次のとおりです。 

● Quality of Service（QoS）、NetFlow によるネットワーク統計情報の収集、ERSPAN によるパ

ケット ミラーリングなど、数多くの高度なネットワーキング機能を使用できます。 

● VMware vCloud Director および VMware vCenter Server と完全統合された Cisco Nexus 
1000V を使用して、中断のない運用モデルを構築できます。 

● VMware vCloud Director の物理ネットワークとテナント アプリケーション ネットワークが 1 対 1 
でマッピングされるため、トラブルシューティングが簡単になります。 

● 物理ネットワークと仮想ネットワークが完全に透過的であるため、クラウド内のアプリケーション

のコンプライアンスを簡単に確立できます。 

このドキュメントでは、Cisco Nexus 1000V でポート グループ ベースのネットワーク プールを使用する

方法について重点的に説明します。各ポート グループは、それぞれ独自の VLAN ID に分離されます。

図 1 は、vApp 用に 3 つのネットワーク クラスを設定し、使用する方法を示した設定例です。 
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図 1   VMware vCloud Director と Cisco Nexus 1000V によるネットワーキング 

 

このドキュメントの設定例では、最初に外部ネットワークの作成方法について説明し、続いて内部ネット

ワーク、ルーテッド接続のネットワーク、直接接続のネットワークによる組織 vDC と vApp の作成方法

について説明します。図 2 は、Cisco Nexus 1000V を使用して、VMware vCloud Director に使用可

能なネットワーク クラス（タイプ）を作成する方法を示す参照例です。 

図 2    ネットワーク プール用 Cisco Nexus 1000V ポート プロファイルの例 

 



 

©2011 Cisco | VMware. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. Page 4 

前提条件 
● VMware vSphere の全コンポーネントが導入されていること。これには、次のコンポーネントが

含まれます。 

◦ 1 台以上の VMware vCenter Server 

◦ VMware ESX/ESXi 4.0 以降を実行する 2 台以上のホスト 

● Cisco Nexus 1000V Virtual Supervisor Module（VSM）がインストールされ、機能していること。 

● Cisco Nexus 1000V Virtual Ethernet Module（VEM）が VMware vCloud Director を構成す

る ESX/ESXi ホストにインストールされていること。 

● VMware vCloud Director のセルとデータベースが完全にインストールされていること。 

● VMware vCloud Director のプロバイダー vDC と組織が定義されていること。 

 



 

©2011 Cisco | VMware. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. Page 5 

Cisco Nexus 1000V での VLAN ベースの分離の設定 
ポート プロファイルは、VMware vSphere ではポート グループとして表示されるため、VMware vCloud Director のネットワーク プールの

ベースとして使用できます。ネットワーク プールは、VMware vCloud Director のあらゆるネットワーク タイプの作成に使用されます。使用さ

れる各ポート プロファイルには、固有の VLAN を割り当てる必要があります。これは、各 vSphere のポート グループが独立したレイヤ 2 で

ある必要があるためです。これにより、各ネットワークが VLAN ベースで独立し、Cisco Nexus 1000V の利点である機能の多くを使用でき

るようになります。この利点には、セキュリティ、アクセス コントロール リスト（ACL）、Encapsulated Remote Switched Port Analyzer

（ERSPAN）、Quality of Service（QoS）、Internet Group Management Protocol（IGMP）スヌーピングなどがあります。 

最初のステップとして、VMware vCloud Director に使用する Cisco Nexus 1000V VSM 上に VLAN をプロビジョニングします。VLAN の

命名と記述は、適切な規則に従って行う必要があります。 

たとえば、今回の設定では、次のような規則と範囲を使用しています。 

● VLAN 1–199：プロバイダーの外部プロバイダー ネットワークおよびインフラストラクチャ用 VLAN 

● VLAN 200–299：組織ネットワークおよび VLAN 

● VLAN 300–399：vApp 用内部ネットワーク 

ステップ 1： VSM 上で適切な VLAN を定義します。 

 例： 

vlan 170 

  name Provider_Infra_VLAN170 

vlan 200 

  name Org_VLAN200 

vlan 201 

  name Org_VLAN201 

vlan 300 

  name vApp_VLAN300 

vlan 301 

  name vApp_VLAN301 

vlan 302 

  name vApp_VLAN302 

ステップ 2： ポート プロファイルを作成し、それぞれに固有の VLAN を割り当てます。他の機能もここで設定する必要があります。 

 Cisco Nexus 1000V ソフトウェアのバージョン 4.2(1)SV1(4) 以降を使用する場合は、port-binding ephemeral の 

 使用をお勧めします。 

 例： 

port-profile type vethernet N1KV_Provider_VLAN170 

  vmware port-group 

  port-binding ephemeral 

  switchport mode access 

  switchport access vlan 170 
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  no shutdown 

  state enabled 

port-profile type vethernet N1KV_Org_VLAN200 

  vmware port-group 

  port-binding ephemeral 

  switchport mode access 

  switchport access vlan 200 

  no shutdown 

port-profile type vethernet N1KV_Org_VLAN201 

  vmware port-group 

  port-binding ephemeral 

  switchport mode access 

  switchport access vlan 201 

  no shutdown 

port-profile type vethernet N1KV_vApp_VLAN300 

  vmware port-group 

  port-binding ephemeral 

  switchport mode access 

  switchport access vlan 300 

  no shutdown 

  state enabled 

port-profile type vethernet N1KV_vApp_VLAN301 

  vmware port-group 

  port-binding ephemeral 

  switchport mode access 

  switchport access vlan 301 

  no shutdown 

  state enabled 

port-profile type vethernet N1KV_vApp_VLAN302 

  vmware port-group 

  port-binding ephemeral 

  switchport mode access 

  switchport access vlan 302 

  no shutdown 

  state enabled 

ステップ 3： VMware vCloud Director を構成する ESX/ESXi ホストのイーサネット アップリンクで、適切な VLAN を許可します。 

例： 

 

port-profile type ethernet uplink 

  vmware port-group 

  switchport mode trunk 
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  switchport trunk allowed vlan 1-399 

  channel-group auto mode on mac-pinning 

  no shutdown 

  system vlan 170, 254-255 

  state enabled 

VMware vCloud Director のネットワークを複数の物理ホストで機能させるには、アップストリームの物理スイッチで同一

の VLAN を定義し、トランキングする必要があります。 

Cisco Nexus 1000V でポート グループ ベースのネットワーク プールを使用 
Cisco Nexus 1000V は、VMware vCloud Director の全ネットワーク タイプに使用できます。以下のステップに従って、Cisco Nexus 

1000V のネットワークと機能の使用を開始します。 

このステップを開始する前に、1 つ以上のプロバイダー vDC と 1 つの組織を作成する必要があります。 

ステップ 1： 使用する VMware vCenter Server（VMware vCloud Director の構成要素）を特定し、確認します。 

ステップ 2： VMware vCloud Director インターフェイスの外部プロバイダー ネットワークを作成します。 

[Manage & Monitor] タブを選択し、[External Networks] > [Add Network] の順にクリックします。次に、該当する

プロバイダー ネットワークのポート グループを選択します。ここでは、N1KV_Provider_VLAN170 を選択します（図 

3）。定義によれば、このネットワークは他の外部ルーテッド ネットワーク（インターネットなど）に接続する必要があり

ます。 

図 3   VMware vCloud Director の外部プロバイダー ネットワークの作成 
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[Next] をクリックし、このサブネットのサブネット マスク、ゲートウェイ、DNS、IP アドレス プールを指定して、[New 

External Network] ダイアログ ボックスへの入力を完了します。この IP アドレスは、VM/vApp の直接接続および

ルーテッド接続を確立するため、後で外部通信に動的に割り当てられます。設定が完了したら、新たに作成した外

部ネットワークが、外部ネットワークの一覧に表示されます（図 4）。 

図 4   新しい外部ネットワーク 

 

これで、Cisco Nexus 1000V 仮想スイッチを使用して、VMware vCloud Director の 3 つのネットワーク クラスのうち、最初に挙げた外部

ネットワークが作成されました。以降のステップでは、同じく Cisco Nexus 仮想スイッチを使用して、独立した組織固有のネットワークからこ

の外部ネットワークへの接続を作成します。 
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ステップ 3a：  Cisco Nexus 1000V のポート プロファイルをベースとしたネットワーク プールを作成します。このポート プロファイ

ルは、「Cisco Nexus 1000V での VLAN ベースの分離の設定」のステップ 2 で定義しました。 

[Manage & Monitor] タブを選択し、[Network Pools] > [Add Network Pool] の順にクリックします。次に、[vSphere 

Port Group-backed] を選択します（図 5）。 

図 5   ネットワーク プールの作成 
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ステップ 3b：  適切な VMware vCenter Server インスタンスを選択し、[Next] をクリックして適切なポート グループを選択します。

ここでは、以前に設定した vApp ポート プロファイルを使用します（図 6）。 

図 6   ポート グループの選択 
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ステップ 3c：  ネットワーク プールの名前を入力し、設定を確認してから、[Finish] をクリックし、ネットワーク プールの作成を完了

します（図 7）。 

図 7   ネットワーク プールの作成の完了 

 

以降の例では、ステップ 3 を繰り返して、組織ネットワークの追加プールを作成します。組織ネットワーク プールは、

内部ネットワーク、ルーテッド接続のネットワーク、直接接続のネットワークを作成する際に使用します。 
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ステップ 4a：  組織 vDC を作成して、ステップ 2 で定義した外部プロバイダー ネットワークと関連付けます。この例では、以前に

設定した「Org_A」という組織を使用します。 

[Manage & Monitor] タブを選択し、[Organization vDCs] > [Add vDC] の順にクリックして、組織 vDC を作成しま

す。 

組織を選択します（図 8）。 

図 8   組織の選択 
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ステップ 4b： ステップ 2 で定義したプロバイダー vDC と外部ネットワークを選択します（図 9）。 

図 9   プロバイダー vDC の選択 

  

ステップ 4c：  割り当てモデルを選択します。 

[Next] をクリックし、[Configure Allocation Model] を選択して [Next] をクリックします（簡潔に示すため、スクリーン

ショットは省略されています）。 

ステップ 4d： 組織に必要なストレージを割り当てて、[Next] をクリックします（簡潔に示すため、スクリーンショットは省略されてい

ます）。 
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ステップ 4e： ステップ 3 で作成した組織のネットワーク プールを選択し、[Next] をクリックします（図 10）。 

図 10   組織のネットワーク プールの選択 
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ステップ 4f： 組織 vDC の名前を入力し、[Next] をクリックして、新しい組織 vDC の作成を完了します（図 11）。 

図 11   組織 vDC の作成の完了 

 

これで、組織の作成が完了しました。ステップ 3a で選択し、前述の「Cisco Nexus 1000V での VLAN ベースの分離の設定」のステップ 2 で 

Cisco VSM に定義したとおり、vSphere ポート グループを「ベース」にしたネットワーク プールが割り当てられています。 

以降のステップでは、このネットワーク プール割り当てを使用して、3 種類の接続を持つ組織ネットワークを作成する方法について説明しま

す。これらの例を検討するにあたっては、VMware vCloud Director が組織ネットワークに提供する各種接続について理解しておくことが必

要です。組織ネットワークは、他のすべてのネットワークと分離させることができます。つまり、このブロードキャスト ドメインにトラフィックは出

入りできず、接続はすべて、組織ネットワークに接続されている vApp および vApp ネットワークへのローカル接続となります。このような組

織ネットワークは内部ネットワークと呼ばれます。内部ネットワークは、ステップ 5b で作成します。内部ネットワークを作成する例では、同時

に 2 つ目の組織ネットワークである外部組織ネットワークを作成します。ステップ 5b では、ネットワーク アドレス変換（NAT）ルーテッド プロ

ファイルを持つ外部組織ネットワークも作成します。外部組織ネットワークは、前述の内部ネットワークとは異なり、NAT ルーテッド接続を通

じてトラフィックがブロードキャスト ドメインに出入りできます。このルーティングと NAT サービスは、VMware vCloud Director で VMware 

vShield Edge アプライアンスとして作成され、管理されます。これについては以降で説明します。2 つの組織ネットワークが同時作成された

後、ステップ 6 では、組織ネットワークの作成プロセスを繰り返します。ただしこのステップでは、3 つ目の接続プロファイルである直接接続を

使用します。内部ネットワークは外部ネットワークから完全に分離されており、ルーテッド接続の外部組織ネットワークは NAT ゲートウェイを

通じて分離されていますが、直接接続の外部組織ネットワークはまったく分離されていません。この組織ネットワークと外部ネットワークは、

同一ブロードキャスト ドメイン内にあります。 

以下に記載した、各種組織ネットワークの作成例を検討する際には、これらの概念に留意しておいてください。 
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ステップ 5a： 内部組織ネットワークと、ルーテッド接続の外部組織ネットワークの両方を作成します。この 2 つのネットワークは、

[Create Organization Network Wizard] を使用して 1 ステップで追加できます。 

まずは、[Manage & Monitor] タブを選択し、[Organization Networks] > [Add Network] の順にクリックします。 

以前に設定した組織を選択し、[Next] をクリックします（図 12）。 

図 12   組織の選択 
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ステップ 5b：  [Typical] ネットワーク設定を使用して、[Create an internal network] と [Create an external network via] の両方

を選択します。プルダウン メニューから [routed connection] を選択し、[Next] をクリックします（図 13）。 

図 13   設定オプションの指定 

 

[Create an internal network] を選択すると、組織内に vApp/VM 通信用のネットワークを作成するよう VMware vCloud Director 

に指示されます。このブロードキャスト ドメインは、他のテナント組織からは見えません。[Create an external network] を選択し、

プルダウン メニューから [routed connection] を選択すると、外部プロバイダー ネットワークにルーテッド接続され、NAT サービス

によってそのセグメントから保護されているネットワークが形成されます。外部組織ネットワークは、ネットワーク プールのリソース

を「ベース」として使用し、分離されます。外部プロバイダー ネットワークは、この保護されているネットワークと関連付けられている

必要があります。ルーティングは、VMware vCloud Director に搭載されている VMware vShield Edge（vSE） VM（および 2 つの

仮想インターフェイス）によって提供されます。つまり、外部組織ネットワークと外部プロバイダー ネットワークに接続された 

vApp/VM 間のトラフィックは、内部インターフェイスの vSE VM 経由で転送され、外部へのインターフェイス経由で外部ネットワー

クにルーティングされます。 
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ステップ 5c： 使用する内部組織ネットワーク プールを選択し、[Next] をクリックします。このプールは、vApp の組織内部の通信

などで使用できます。ここでは、OrgA vApp Net Pool を選択します（図 14）。 

図 14   内部組織ネットワーク プールの選択 
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ステップ 5d： IP 設定を行います。この内部ネットワークで vApp が使用できる IP アドレスの範囲を入力し、[Next] をクリックしま

す（図 15）。 

図 15   IP 設定 
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ステップ 5e： 内部ネットワークの名前を入力し、[Next] をクリックします（図 16）。 

図 16   内部ネットワークの名前の入力 
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ステップ 5f： 外部組織ネットワークを設定します。最初のステップとして、送信トラフィックが通過する外部ネットワークを指定しま

す。このプロバイダー ネットワークは、組織のネットワーク リソース外の通信（インターネット通信など）に使用されま

す。VMware vShield Edge（vSE）アプライアンスは、このネットワークに接続されたネットワーク インターフェイスの

一方によって自動的に導入されます。vSE アプライアンス VM は、このステップで作成する外部組織ネットワークと

ここで指定した外部ネットワークとの間の全通信をルーティングし、それらの通信に対して NAT サービスを適用しま

す。VMware vShield Edge VM のもう一方のインターフェイスは、操作完了時に外部組織ネットワークに接続され

ます。外部組織ネットワーク上のトラフィックは他の組織ネットワークから分離されているため、分離の「ベース」とな

るネットワーク プールを選択する必要があります（図 17）。 

図 17   外部組織ネットワークの設定 
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ステップ 5g： 外部組織ネットワークの IP 設定を行い、[Next] をクリックします（図 18）。これらのアドレスは、VMware vShield 

Edge（vSE）アプライアンス VM によって、この外部組織ネットワークに接続されている組織内のクライアントに分散

されます。このセグメントに vApp が導入されると、VMware ゲストのカスタマイズ プロセスでこれらのアドレスを 

VM に挿入できます。 

図 18   外部組織ネットワークの IP 設定 
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ステップ 5h： この外部組織ネットワークの名前を入力し、[Next] をクリックしてプロセスを完了します（図 19）。 

図 19   外部組織ネットワークの名前の入力 

 



 

©2011 Cisco | VMware. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. Page 24 

ステップ 5i： 最終設定を確認し、[Finish] をクリックします（図 20）。 

図 20   プロセスの完了 
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ステップ 6a： 直接接続の外部組織ネットワークを作成します。 

まずは、[Manage & Monitor] タブを選択し、[Organization Networks] > [Add Network] の順にクリックします。 

このネットワークが所属する組織を選択し、[Next] をクリックします（図 21）。 

図 21   組織の選択 
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ステップ 6b： ここでは直接接続の外部ネットワークを作成するため、[Typical] ネットワーク設定が選択され、[Create an internal 

network] チェックボックスが選択解除され、[Create an external network via] チェックボックスが選択されているこ

とを確認します。ドロップダウン リストから、[direct connection] を選択します（図 22）。 

図 22   設定オプションの指定 
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ステップ 6c： この組織ネットワークの接続先となる外部ネットワークを選択し、[Next] をクリックします（図 23）。 

ここでは選択肢は 1 つしかありません。これは、前述の「Cisco Nexus 1000V での VLAN ベースの分離の設定」

のステップ 2 で定義した外部ネットワークです。 

図 23   接続先の外部ネットワークの選択 

 



 

©2011 Cisco | VMware. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. Page 28 

ステップ 6d： 直接接続の外部組織ネットワークの名前を入力し、[Next] をクリックします（図 24）。 

図 24   ネットワークの名前の入力 
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ステップ 6e： 最終設定を確認し、[Finish] をクリックします（図 25）。 

図 25   ネットワークの作成の完了 

 

以上で、使用可能なあらゆるタイプの組織ネットワークとプロバイダー ネットワークを使用して vApp と VM をホストする準備が整いました。

今後は、適切な権限を持つ vApp などの管理者が、作成されたネットワークを使用しながら、ネットワーク サービスと Cisco Nexus 1000V 

の機能を利用できます。たとえば、vApp を導入し、導入時に指定した vApp ネットワークで、使用可能なあらゆるプールを使用できます。 

まとめ 
このドキュメントでは、Cisco Nexus 1000V の機能を VMware vCloud Director 環境に統合する方法について説明しました。例では、外部

ネットワークと組織ネットワークの作成方法を紹介しました。この両方のネットワークで、Cisco Nexus 1000V のポート プロファイルを使用し、

ポート グループと関連付けることによって、内部ネットワークと外部組織ネットワーク（ルーテッド接続プロファイルおよび直接接続プロファイ

ル）の分離と接続を実行しました。同様の概念と機能を 3 つ目の VMware vCloud Director ネットワークである vApp ネットワークにも直接

適用することができますが、ここに示した例では説明されていません。vApp ネットワーク タイプは、接続プロファイルという意味では組織ネッ

トワークと同等の機能を持ち、内部 vApp ネットワークまたは外部 vApp ネットワークとして作成できます。外部 vApp ネットワークは、ルー

テッド接続プロファイルまたは直接接続プロファイルを使用して組織ネットワークに接続できます。すべてのネットワーク タイプと接続プロファ

イルで、Cisco Nexus 1000V のポート プロファイル ベースの分離と VLAN ベースの分離が使用され、管理されます。 

この 2 つの製品の統合が示しているのは、業界のリーダーは企業とサービス プロバイダー顧客にプライベート クラウド機能を提供する必要

があるということです。シスコと VMware は今後も引き続き連携し、次世代のクラウド コンピューティング インフラストラクチャを強化するイノ

ベーション、リーダーシップ、ワールド クラスのソリューションを推進していきます。 
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このドキュメントで説明した製品とソリューションの詳細については、以下のサイトを参照してください。 

http://www.cisco.com/jp/go/nexus1000/ 

http://www.vmware.com/jp/products/vcloud  

http://www.cisco.com/jp/go/nexus1000/�
http://www.vmware.com/jp/products/vcloud�
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詳細については、http://www.vmware.com/jp/ を参照してください。 
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